
市立札幌病院
地域連携センター長就任ご挨拶
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巻頭言巻頭言　

　当院の地域連携センター長に就任いたしました関と申
します。どうぞ、よろしくお願いいたします。就任に際し、
一言ご挨拶申し上げます。
　当院の地域連携センターは、市民の生活圏域にある病
院や診療所などと緊密な医療連携を結び、患者さんへ継
続的医療の提供を目指し、2008年4月に設置されました。
　当センターは、2つの理念を常に念頭におき、日々の業
務に専心しております。

●地域の医療機関と緊密に連携し、切れ目のない医
　療を提供すること
●患者さんや地域に信頼される迅速、適確、心のこも
　った連携めざすこと

　“緊密な連携と切れ目のない医療を提供”するにはどの
ようにしたらよいのでしょうか？

　まず、十分な患者情報の共有が必要です。当院で行っ
た治療内容を正確に連絡し（手術内容、処方内容など）、
経過観察をお願いするに当たっては、再診していただく
場合の状態や困ったときの対応などを地域の医療機関へ
正確に伝える必要があります。
　また、地域の医療機関に当院の患者さんを安心して受
け入れていただくために、異常事態が発生した場合の受
け入れ体制も求められています。

　“患者さん、地域に信頼される迅速、的確、心のこもっ
た連携”はどうすれば得られるのでしょうか？　

　当院は急性期病院ですので、まずは紹介患者さんの予
約を迅速に行い、入院、手術などが早く受けられるように
整えることが重要です。当院での治療は基本的に急性期
の処置や根治的な治療が主体になりますが、患者さんの
状態によっては、必ずしもご希望に添えない場合もありま
す。そのような場合は、複数の診療科や職種と相談し、ま
た紹介元の先生、患者さんや家族のお気持ちを確認し、
患者さんご家族と十分な話し合いを持って治療を決定す
べきものと考えています。

　また、当センターでは急性期治療が一段落し、さらに入
院治療が必要な患者さんの転院調整を担当しています。
　昨年は、連携医療機関の皆様の迅速な対応により約
90の医療機関に475名の患者さんの転院をお願いしま
した。転院に当たっては、患者さんやご家族の要望の確
認はもとより、必要な治療が継続されるよう医療機関同
士の情報交換を密に行うことを大切にしています。
　私たちはこのような考えから、当センターの活動方針と
して以下の4点を掲げ、連携の質向上を目指しています。

◆病院としての役割、機能を果たすために、地域医療機
　関と連携して紹介・逆紹介を進め、診療機能分担促進
　を行う。
◆地域医療機関、介護・福祉関連施設との医療・看護水
　準の相互向上を図る。
◆患者、家族のニーズを反映し、迅速、的確、心のこもっ
　た退院・転院調整を行う。
◆相談・調整・連携に必要な最新知識の習得、情報収集
　に努める

　またこれらのことをより積極的に行うためのツールとし
て、地域連携パス（薬剤溶出ステント留置後連携パス、ベ
アメタルステント留置後連携パス、前立腺癌連携パス、5
大癌連携パスなど）を用いています。今年度は更に精神
医療センターが当院に併設されました。身体合併症を持
つ精神疾患患者さんが紹介されることになると思いま
す。数多くの患者さんを紹介していただき、当院での治療
に満足していただき、地元の医療機関へお返しすること
が私たちの使命と考えています。
　安全で良質な医療の提供に努力いたします。ご意見、
ご希望等あれば遠慮なく連絡してください。
　今後とも、当地域連携センターをよろしくお願いいたし
ます。

副院長
地域連携センター長

関　利盛
せき としもり
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SPECIALSPECIAL

　NTT病院では、平成21年に道内では初めて320列
CTが導入されるという機会に恵まれ、約3年間で心臓
CTを約3300件経験することができました。とくに糖尿
病症例へ積極的に適用した結果、多数の無症候性の虚
血性心疾患を診断することができました。すなわち、糖尿
病では、自覚症状がなくても、軽微なST－T変化が有る症
例、他の危険因子の重複する例などでは、予想以上に有
意な冠動脈病変を診断することができました。当院でも
平成23年10月より、まったく同じ320列CTが稼動して
おります。NTT病院での経験を生かして、さらにCT検査
を積極的に適用し、虚血性心疾患の早期診断に努めたい
と思います。地域連携施設の先生がたには、どうぞお気
軽にご相談いただきたくお願い申し上げます。

　当科の構成としては、加藤法喜（理事・循環器センター
長）、甲谷哲郎（部長）、牧野隆雄（医長）、岩切直樹（副
医長）、相馬孝光（副医長）、小松義和（副医長）、檀浦
裕、浅川響子、相川忠夫、高橋雅之の10名のスタッフが、
心臓血管外科スタッフと共同して、4階の循環器センター
病棟を担当しています。また初期臨床研修医も常に2～4
名がローテーション研修しており活気にあふれています。

　また、当科は、救命救急センターでのCCUも併せて担
当しております。急性心筋梗塞を始めとした循環器救急
のご依頼・ご相談は、

　　CCU直通電話
　　　　　ハートQQ：011-736-8199
へおかけください。当科医師が24時間待機しております
ので、どうぞご相談いただきたくお願い申し上げます。
　最後になりますが、29年ぶりに伝統ある市立札幌病院
に勤務できたことを光栄に思い、地域医療、そして札幌市
民の健康に貢献できるように頑張りたいと思います。みな
さんのご支援をなにとぞよろしくお願い申し上げます。

循環器内科部長

甲谷　哲郎
こうや てつろう

市立札幌病院
循環器内科部長就任ご挨拶
　4月1日より、当院循環器内科部長として就任いたしま
した甲谷哲郎です。この場をお借りして、ご挨拶させてい
ただきます。

　ここに至るまでの経歴ですが、札幌南高校卒業後、昭
和48年に北海道大学医学部へ入学し、昭和54年の卒業
（55期）です。卒後すぐに、当時、安田寿一教授が主宰さ
れていた北大循環器内科へ入局し、同時に大学院へ入
学いたしました。昭和58年に大学院を修了後、市立札幌
病院救急医療部（現「救命救急センター」）へ勤務いたし
ました。救急医療部の発足初年度の勤務であり、循環器
内科医2名で365日の循環器救急を分担しました。その
ため、2日に1回当直するという大変忙しい日々を過ごし
ました。１年間の勤務の後、大学病院へ戻り、その年の
10月からは、アメリカ合衆国マイアミ大学医学部薬理学
教室へ約２年間留学し、不整脈の基礎的研究を行いまし
た。帰国後は北大循環器内科で助手、講師、助教授とし
て、研究・教育・診療に従事いたしました。そして平成14
年9月から、NTT東日本札幌病院循環器内科部長として
赴任し、平成24年3月まで約9年半勤務いたしました。そ
してこのたび、平成24年4月より、当院循環器内科への
勤務となりました。

プロフィール

循環器内科スタッフ紹介

循環器救急のご依頼・ご相談について


